予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　
	事業名　　競技力向上対策費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　 　　　　　　　　　　　　　　　　清流の国推進部 競技スポーツ課　競技スポーツ係 電話番号：058-272-1111（内2950）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11173@pref.gifu.ｌｇ.jp
１　事業費　　185,645千円（前年度予算額：212,221千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	212,221
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	212,221

	要求額
	185,645
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	185,645

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
ア　国体強化対策事業
国体で開催される41競技の強化策として、各競技団体が実施する強化合宿、遠征費等に要する経費を成年男女・少年男女ごとの競技力に応じて助成するとともに、指導者育成等、競技力向上に向けた事業を実施
　   　・強化合宿、遠征費助成

　   　・特別配分(特別強化、特別五輪種目)事業

　   　・特殊種目支援（特殊性の高い種目への配慮）

　   　・トレーナー派遣事業
・優秀指導者招聘事業

・国体強化対策会議費

　　イ　コーチ育成強化事業
県内指導者の育成・レベルアップを図るため、各競技団体のニーズに応じ、指導者のライセンス取得講習参加、強豪チームへの帯同研修、トップ指導者による指導講習にかかる経費を支援[間接補助]
・指導者ライセンス取得事業（選択式）
・強豪チーム研修事業（選択式）
・優秀指導者招聘事業（選択式）
　　ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

競技団体が主体となる、小中学生を対象にしたスポーツ教室や強化練習会、全国大会参加などの事業費を支援[間接補助]
・県選抜練習会…県内選抜選手による練習会

・地区選抜練習会…各地区選抜選手による練習会

・スポーツ教室…競技人口拡大を目指すスポーツ教室

・全国大会対策…全国大会上位入賞を目指して行われる練習会、大会参加
（２）事業内容

・各競技団体が実施する強化合宿や遠征費、コーチ育成等に要する経費を競技力に応じ支援。

・各競技団体の強化の実態を最も把握している（公財）岐阜県体育協会に業務委託をする。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　  競技力を落とさないための強化策を展開するためには、県の支援が不可欠である。
（４）類似事業の有無　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	124,979
	国体強化対策事業費（全体事務費含む）

	
	5,818
	コーチ育成強化事業費

	
	54,848
	ジュニアグロウアップ作戦事業費

	合計
	185,645
	


	　決定額の考え方



４　参考事項
（1） 各計画での位置づけ

　　  岐阜県清流の国スポーツ推進条例13条 清流の国ぎふスポーツ推進計画

（２）事業主体及びその妥当性
少年から成年まで一貫した育成・強化をおこなうためには、関係団体との連携を図ることが重要であり、県として強化に向けた支援を行う。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
ア　国体強化対策事業

ぎふ清流国体を終え、今後も引き続きスポーツにおける岐阜県の競技力
を維持するため、国体総合成績８位以内を目標設定するが、国体後の強化体制が維持されている種別と、そうではない種別を見極め、メリハリをつけた強化策を実施することで、総合成績において皇后杯８位を目指す。
イ　コーチ育成強化事業

　　現行の指導者のさらなるレベルアップと、「ぎふ清流国体」において活躍したトップレベルの選手を、今後本県のスポーツ振興を担う有望な指導者として育成する。特にジュニア世代の選手を育成するための指導者育成に力を入れる。
ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

　　県内のジュニア世代の優秀な選手を早期に発掘し、競技団体主導のもと、

地区レベルで選手の育成、強化を図ることにより、全国のトップレベルで活躍できる人材を育てる。また、各競技団体の強化組織、強化拠点といったシステムを整備し、各競技団体の強化システムを構築することによって、当県全体の競技力向上を図る。

「全国高等学校総合体育大会」が平成30年に東海ブロックで開催されるため、多数の入賞を目指し、岐阜県中学校体育連盟加盟種目や全国大会参加種目、また、国体種目に特化し、強化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

　ア　国体強化対策事業

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	国体総合成績
	（H  ）
	１位

（H24）
	５位

（H25）
	９位

（H26）
	８位

（H32）
	％


	国体皇后杯順位
	（H　）
	１位　

（H24）
	３位　
（H25）
	５位　
（H26）
	８位

（H32）
	％



イ　コーチ育成強化事業
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ライセンス取得者数

（講習会参加者含む）
	0人

（H24）
	108名

（H25）
	
	83名

（H26）


	160人

（H28）
	％

51,9

	強豪チーム練習会等参加者
	0人

（H24）
	72名（H25）
	
	　45名

（H26）


	160人

（H28）
	％

28.1


	優秀指導者招聘事業
	0人
	
	
	0名

（H26）
	160人

（H28）
	％

０


ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

	指標名
	事　業

開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	全国中学校体育大会
	H8
	H24
	H25
	H26 
	H28
	

	団体・個人８位以内入賞数
	－
	17
	18
	20
	20
	100.0％

	出場チーム数（団体）
	－
	17
	23
	17
	20
	85.0％

	出場選手人数（団体・個人）
	－
	242
	239
	209
	230
	90.8％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

ア　国体強化対策事業
・強化練習…遠征、合宿費を助成
・強化会議…国体に向けた強化方針、国体に臨むにあたっての戦略等を周知。

・ヒアリング…強化状況の把握、国体に向けた戦力分析、目標等の聞き取り。

・特別配分…水球、新体操、フィギュア＋五輪新規開催７競技

・特殊種目支援…用具、器具に特殊性のある競技に対して運搬料、会場使用料、登録料等を加配
イ　コーチ育成強化事業
29団体90人のライセンス取得及び強豪チーム練習会への参加費や交

通費、宿泊費等を助成

ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

     40競技43種目を対象に、地区選抜練習会、県選抜練習会、スポーツ教

室を開催するための交通費や宿泊費、会場費、指導者謝金等を助成した。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

ア　国体強化対策事業

和歌山国体では、天皇杯15位、皇后杯11位と前年より成績を落とす結
果となったが、あと一歩のところで惜敗する競技も多く、天皇杯８位まで
350点、皇后杯８位まで40点の差を縮めることは難しいことではない。
　　  女子総合優勝１競技、参加競技40競技のうち22競技が得点を獲得し、
団体優勝３チーム、個人優勝９名の結果を収めた。
イ　コーチ育成強化事業
前年度、多くのライセンス取得者があり、今年度中に目標を達成するこ

とが見込まれ、強豪チーム研修における参加者も目標に向けて順調に増加

している。

　来年度は、優秀な指導者を全国から招き、県内のジュニアの指導者を中

心とした研修を行うことにより、より指導者の育成とレベルアップが図ら

れ、ジュニア育成における好影響が見込まれる。
ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

小学生～中学生の中から、優秀な選手を選抜して合同練習会や強化合宿

等への支援策を講じたことによって、各競技団体の競技力向上が図られて

いる。今年度、中学校体育大会においての優勝や国体、全国高校総体で入

賞するなど、成果をあげている。選手層の薄い競技については、普及のた

めにスポーツ教室や体験会を実施し、普及に努めている。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	ア　国体強化対策事業

　国体に向けた選手強化が、県全体のスポーツの振興及び競技力の向上に大きな影響を占め、また育った少年選手が成年として活躍する等のスポーツの循環をつくるなど、本事業の必要性は大きい。

	(評価)

○


	イ　コーチ育成強化事業
　国体を契機に高まった競技力の維持及び地域に根付いた競技のさらなる振興・発展を図るためには、現在の指導者のレベルアップを図るとともに国体をはじめ、選手として活躍したトップレベルの人材を優秀な指導者として育成していく必要がある。

	(評価)

○


	ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

　競技団体主導による小学校から高等学校まで系統化された強化体制によって力のある選手を育てることができる。競技団体が競技力を向上させることができ、全国のトップレベルで活躍する人材を育成するために継続が必要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	ア　国体強化対策事業

ぎふ清流国体後も競技力を維持し、好成績を残している競技団体がある一方で、成年選手の引退や、練習量の確保が難しく、成績を落としている競技団体がある。

	(評価)

○


	イ　コーチ育成強化事業
　指導者がより高い指導力を身につけることにより、選手の競技力を高められることが見込まれる。

	(評価)

○


	ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

当事業によって強化された選手が、全国中学校体育大会などの全国大会で活躍している。２７年度実績では、全国中学校体育大会において、個人の水泳（競泳）と陸上で優勝している。継続的、系統的な指導によって、確実に成果をあげている。

全国中学校体育大会
H22

H23

H24

H25

H26

H27

団体・個人８位以内の入賞数

19

17

17

18

20

13

出場チーム数（団体）

10

13

17

23

17

17

出場選手人数（団体・個人）

１５３

２１６

２４２

２３９

２０９

２０８



	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ア　国体強化対策事業

頻繁に競技会、練習会に出向き、競技団体関係者と意見交換しながら、強化事業回数を増やし、練習内容（強豪県との練習、優秀指導者の招聘）等の質を上げることで、費用対効果を図ることができた。

	(評価)

○


	イ　コーチ育成強化事業

ライセンス取得事業については予想以上のライセンス取得が見込まれ、非常に効果的であった。

　強豪チーム研修事業については、研修で得た経験や知識が、今後の指導に生かされ、選手の競技力向上につながるものと見込まれる。

	(評価)

○


	ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

当課の競技担当者が、競技団体とのヒアリングを行い、計画的に強化が図られるよう指導している。また、強化システムの整備に努めている。競技担当は、試合や練習会場に出向き、強化の実態を把握するとともに優秀な選手の情報収集を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
ア　国体強化対策事業

今まで築き上げてきた強化システムを定着させることはもちろん、全国
優秀指導者のノウハウを継続できる研修の場の設定や、身につけた競技力
を発揮させるための、メンタル・ボディケアについても定着させることが
必要である。
イ　コーチ育成強化事業

ぎふ清流国体で築きあげた本県の競技力を維持・そして、さらなる強化

を図るためには、ぎふ清流国体で強化の対象とならなかったジュニア世代

の強化が必要であり、その指導者の育成は必要かつ急務である。今後は、

強豪チーム研修、優秀指導者招聘により、ジュニア選手を指導する指導者

のスキルアップを図る等、より効果的な事業を展開することが必要となる。
ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業

競技団体による強化がさらに進むよう各競技団体の強化組織、強化拠点といったシステムの見直しを定期的に行い、強化体制を強固なものにしていく必要がある。また、選手が強化に取り組むことができるようスポーツ環境を整備していくことが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

ア　国体強化対策事業

　ぎふ清流国体から３年が経過し、特に成年種別での二極化が進んでいる。国体後も継続して選手が十分な活動を行えている種別と、競技特性から引退を余儀なくされたり、練習の量や質が落ち、競技力が低下している種別がある。本事業は県内競技団体の競技力向上の中核的な事業であるが、今後は、メリハリをつけた強化策にしていく必要がある。
イ　コーチ育成強化事業

指導者ライセンス取得者については当初の目標数に到達したが、オリンピック選手等、多くのトップアスリート輩出には、更なる指導者育成が必要である。今後は、ライセンス取得事業を継続しつつ、強豪チーム研修事業によって、指導者のスキルアップを図っていく必要がある。また、全国から優秀な指導者を招聘し、ジュニアの指導者を中心に幅広く県内の指導者のレベルアップを図る。

本事業は、今後も指導者育成に重要な役割を果たしていくと考えられ、競

技団体の実態に合わせた事業を計画的に展開することで、継続して優秀な

指導者の育成を図る。
ウ　ジュニアグロウアップ作戦事業
各競技団体による強化体制を生かしてジュニア強化の拡充を図る。長期
的な視野で、当県全体の競技力向上を図っていくうえで、ジュニア層への
支援は不可欠である。




